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～ 築城１５０年彦根市 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 彦 根 市 は 琵 琶 湖 の 東 に 位 置 し 、井 伊 家 の 城 下 町 と し て 栄 え 今 の 町 割

り は 彦 根 城 築 城 時 に 築 か れ た も の で す 。現 在 で も 、当 時 の 趣 を 多 く 残

し て い る 彦 根 市 で す が 、高 度 経 済 成 長 の 下 で 都 市 開 発 が 進 め ら れ 、一

時 は 多 く の 歴 史 的 建 物 等 が 失 わ れ ま し た 。 彦 根 市 で は こ れ を 危 惧 し 、

地 域 住 民 主 体 の ま ち づ く り が 多 数 行 わ れ て い ま す 。今 回 は そ の 代 表 2

箇 所 を 紹 介 し ま す 。  

夢 京 橋 キ ャ ッ ス ル ロ ー ド  
 ｢ 夢 京 橋 キ ャ ッ ス ル ロ ー ド ｣ は彦 根

城 の 西 に 位 置 し 、 街 路 事 業 の 道 路 拡 幅

工 事 と 併 せ て ま ち な み 修 景 を 地 域 住

民 主 導 で 進 め 、 ｢ 古 い 良 さ を 生 か し た

新 し い 活 気 の み な ぎ る ま ち ｣ を コ ン セ

プ ト に ま ち づ く り を 取 り 組 ん で き た

地 域 で す 。 城 下 町 と し て の 誇 り 、 後 世

へ 継 承 し て い く 責 任 を ま ち の 至 る 所

で 感 じ ら れ ま す 。  

｢ 四 番 町 ス ク エ ア ｣ は 夢 京 橋 キ ャ ッ

ス ル ロ ー ド に 接 し シ ャ ッ タ ー 通 り と

な っ て い た 商 店 街 を 区 画 整 理 し た 地

区 で す 。  

ま ち の コ ン セ プ ト は ｢ 夢 京 橋 キ ャ ッ

ス ル ロ ー ド ｣ と 違 い 、 ｢ 大 正 ロ マ ン ｣ を

コ ン セ プ ト に ガ ス 灯 を イ メ ー ジ し た

街 路 灯 や 建 物 が 建 ち 並 ん で い ま す 。  

四 番 町 ス ク エ ア  

整 備 前  

整 備 後  

公 衆 ト イ レ  細 か い ま ち な み 修 景 基 準 を 設 け て い る  

大 正 ロ マ ン が コ ン セ プ ト  

裏 路 地 も 整 備 さ れ て い る  

｢せ ん と く ん ｣と 同 じ 作 者 が 

手 が け た 地 蔵 童 子  

彦 根 の キ ャ ラ ク タ ー  

『 ひ こ に ゃ ん 』  
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江 戸 時 代 か ら 日 光 街 道 の 宿 場 町 「 越 ヶ 谷 宿 」 と し て 栄 え て き た こ の 一 帯 は 、 元 荒 川 や

古 利 根 川 、綾 瀬 川 、新 方 川 、中 川 な ど の 多 く の 河 川 に 囲 ま れ 、「 水 郷 こ し が や 」と 呼 ば れ

て き ま し た 。  

水 田 地 帯 と し て 良 質 な 米 な ど を 産 出 す る 一 方 で 、 大 雨 に よ る 洪 水 被 害 に た び た び 悩 ま

さ れ て き ま し た 。 高 度 経 済 成 長 期 に 入 り 、 ベ ッ ド タ ウ ン と し て 水 田 の 宅 地 化 が 急 速 に 進

む と 、 河 川 調 節 池 を 整 備 す る な ど の 抜 本 的 な 治 水 対 策 が 求 め ら れ る よ う に な り ま し た 。  

そ こ で 昭 和 63 年 4 月 に 、治 水 対 策 を 目 的 と す る 河 川 事 業 に よ る 調 節 池 建 設 と 、土 地

区 画 整 理 事 業 に よ る 新 市 街 地 整 備 を 一 体 的 な 事 業 と し て 行 う 「 レ イ ク タ ウ ン 整 備 事 業 」

が 国 の 新 規 施 策 と し て 創 設 さ れ 、 越 谷 レ イ ク タ ウ ン 地 区 が 事 業 採 択 さ れ ま し た 。  

平 成 8 年 5 月 に 事 業 の 都 市 計 画 決 定 が さ れ 、平 成 11 年 12 月 に は 都 市 基 盤 整 備 公 団

（ 当 時 ）を 施 行 者 と す る「 越 谷 レ イ ク タ ウ ン 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 」と し て 建 設 大 臣（ 当

時 ） の 事 業 認 可 を 受 け 、 整 備 が 開 始 さ れ ま し た 。  

整 備 は 順 調 に 進 み 、 平 成 20 年 3 月 15 日 に は JR 武 蔵 野 線 「 越 谷 レ イ ク タ ウ ン 駅 」

が 開 業 し 、「 ま ち び ら き 」 し ま し た 。  

今 後 は 、 駅 を 中 心 に 住 宅 や 商 業 施 設 、 医 療 施 設 な ど の 建 設 が 進 み 、 歩 い て 暮 ら せ る 、

環 境 負 荷 の 少 な い ラ イ フ ス タ イ ル が 実 践 さ れ よ う と し て い ま す 。  
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○ レ イ ク タ ウ ン の シ ン ボ ル 大 相 模 調 節 池  

・ 調 節 池 は 治 水 対 策 を 目 的 に 、 UR 都 市 機 構 が

県 の 施 行 同 意 を 得 て 、河 川 事 業 に よ り 建 設 し

て い ま す 。  

・河 川 水 位 上 昇 時 に は 調 整 池 の 水 位 も ５ ｍ ま で

上 昇 す る の で す が 、 常 時 は １ ～ 1.5ｍ の 水 位

で あ り 、住 民 生 活 に 潤 い と 安 ら ぎ を 不 え る 親

水 空 間 と な っ て い ま す 。  

○ 駅 前 商 業 施 設 「 イ オ ン レ イ ク タ ウ ン 」  

・ 店 舗 面 積 約 218,000 ㎡  は 日 本 一 。  

・ 太 陽 光 発 電 、 壁 面 緑 化 、 ハ イ ブ リ ッ ド ガ ス エ コ シ

ス テ ム （ ※ １ ）、 電 気 自 動 車 の 充 電 ス テ ー シ ョ ン 設 置

な ど を 行 い 、 官 民 一 体 と な っ た 環 境 共 生 へ の 取 組

に 貢 献 。  

・ 従 来 型 の 店 舗 と 比 較 し て 約 ２ ０ ％ の CO2 削 減 効

果 。  
 
（ ※ １ ）： コ ・ ジ ェ ネ の 一 種 。 よ り 効 率 の 良 い 施 設 内 冷 房 が 可 能 。 
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富 山 市 で は 、 今 後 の 人 口 減 少 と 超 高 齢 化 に 備 え 「 鉄 軌 道 を は じ め と す る 公 共 交 通 を 活

性 化 さ せ 、 そ の 沿 線 に 居 住 、 商 業 、 業 務 等 の 都 市 機 能 を 集 積 さ せ る こ と に よ り 、 公 共 交

通 を 軸 と し た 拠 点 集 約 型 の ｺﾝﾊﾟｸﾄな ま ち づ く り 」 の 実 現 に 目 指 し 、 富 山 ﾗｲﾄﾚｰﾙの 開 業 に

取 り 組 み ま し た (ﾗｲﾄﾚｰﾙ(LRT)： Light Rail Transit の 略 称 )。  

富 山 ﾗｲﾄﾚｰﾙは 、車 い す や ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで も 楽 に 乗 り 降 り で き る 全 低 床 車 両 の 導 入 や 、騒 音 ・

振 動 を 抑 え る 制 振 軌 道 （ 樹 脂 固 定 軌 道 ） の 採 用 、 ﾎｰﾑを 挟 ん で 路 面 電 車 と ﾌｨｰﾀﾞｰﾊﾞｽ連 絡

す る 円 滑 な 乗 り 換 え 、運 賃 収 受 時 に お け る 利 用 者 の 利 便 性 に 配 慮 し た IC ｶｰﾄﾞｼｽﾃﾑの 導 入

等 、 多 く の 特 徴 が あ り ま す 。 現 在 注 目 さ れ て い る ﾖｰﾛｯﾊﾟのLRT と 比 べ て も 遜 色 の な い

国 内 初 の 本 格 的 な LRT と し て 全 国 か ら 注 目 を 集 め て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

ま た 終 点 の 駅 (岩 瀬 浜 駅 )周 辺 で は 、「 ま ち づ く り 交 付 金 」を 活 用 し 、歴 史 と 文 化 を 生 か

し た ま ち な み の 保 全 を 行 っ て い ま す 。 (無 電 柱 化 、 街 灯 設 置 、 修 景 な ど ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 前 船 回 船 問 屋 「 森 家 」  
(国 指 定 重 要 文 化 財 )  

統 一 感 の あ る 建 物 (甘 味 処 と 商 工 会 議 所 )  
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①  第 ２ 回 空 の み ち ウ ォ ー ク （ 参 加 者 約 ６ ０ ０ 名 ）  

 会 場 ： 福 島 空 港 公 園  

 日 時 ： １ ０ ／ １ ８ （ 日 ）  

②  第 ７ 回 あ づ ま の 郷 ウ ォ ー ク 大 会 （ 参 加 者 約 １ ， ９ ０ ０ 名 ）  

 会 場 ： あ づ ま 総 合 運 動 公 園 及 び 周 辺  

 日 時 ： １ １ ／ ３ （ 火 ） 文 化 の 日  

Ẏ̝ǵ   

①  第 ２ 回 空 の み ち ウ ォ ー ク  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  第 ７ 回 あ づ ま の 郷 ウ ォ ー ク  
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登録された方には、県内外のまちづくりに関する情報のほ
か、イベントなどのお役立ち情報をメールにてお知らせいた
します。 

メールマガジン（無料）の登録をご希望される方 は  

1.  団 体 ・ 会 社 名  
2.  氏 名  
3.  メ ー ル ア ド レ ス  

 

１～３を記入の上、まちづくり推進課のメールアドレ

ス（machizukuri@pref.fukushima.jp）まで希望する

旨ご連絡下さい。 

Ƽ ♥ ƽ 
 「まちづくり瓦版～うつくしま、まちづくり推進レポ
ート～」（Vol.３４）はいかがでしたでしょうか？ 

今後とも各地のまちづくりの取組事例の他、街路・公
園等の事業紹介、イベント等の情報提供など、より充実
した内容にしていきたいと思います。 

取り上げてほしい事例や写真、ご意見・ご感想などご
ざいましたら、遠慮なく是非お寄せ下さい！ 

【発行元】 

福島県土木部まちづくり推進課 

〒９６０－８６７０（住所記載丌要です） 

ＴＥＬ 024-521-7510 

ＦＡＸ 024-521-7956 

e-mail machizukuri@pref.fukushima.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ  ht tp : //www.pref . fukushima. jp/machi/  
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